
 

 
 

公安委員会定例会議(第１回)の開催状況 

 

第１ 日 時 令和８年１月14日(水) 

午後２時10分 ～ 午後３時43分 

 

第２ 出席者 佐伯委員長、五葉委員、小野委員 

本部長、総務室長、警務部長、首席監察官、生活安全部長、 

刑事部長、交通部長、警備部長、警察学校長、情報通信部長 

総務課長 

 

第３ 議事の概要 

 １ 決裁事項 

⑴  公安委員会定例会議会議録 

  総務室から、令和７年第32回公安委員会定例会議会議録について伺い

があり了承した。 

⑵   監査委員による監査の実施 

 警務部から、監査委員による監査の実施について伺いがあり了承した。 

⑶  令和７年度留置施設に対する実地監査の実施結果 

警務部から、令和７年度留置施設に対する実地監査の実施結果につい

て伺いがあり了承した。 

⑷  警察職員等の援助要求 

警備部から、警察職員等の援助要求について伺いがあり了承した。 

⑸  運転免許の行政処分に係る意見の聴取及び聴聞 

     交通部から、運転免許の行政処分に係る意見の聴取及び聴聞結果に

ついて報告があり、審議の結果、12件の行政処分の決定について伺い

があり了承した。 

     

 ２ 報告事項 

⑴  女性職員キャリアアップ研修会の開催 

 警務部長から、女性職員キャリアアップ研修会の開催について報告が

あった。 

 委員から「警察業務の中には、女性でなければ対応できない業務や、

女性に適した業務がある。近年、女性職員のキャリアアップは、非常に

重要であるため、このような研修会を充実させてほしい」との発言があ

った。 

 委員から「人口減少や労働力不足が喫緊の課題である中、このキャリ

アアップ研修会は重要である。会議内容も意見が出やすい工夫がなされ

ている。女性職員の更なる活躍を祈念している」との発言があった。 

 委員から「この研修会に参加し、女性職員から意見を聞いたが、立派

な意見が多く、気が引き締まる思いであった。こうした研修会も活用し

ながら、女性職員の活躍の場を広げてほしい」との発言があった。 

 

 



 

 
 

⑵  令和８年度組織改編の概要 

 警務部長から、令和８年度組織改編の概要について報告があった。 

 委員から「AI等の先端技術やドローンは、日々凄まじい進歩を遂げて

いる。先端技術推進係やドローン対策係が新設されるため、情勢に応じ

た適切な対応を期待している」との発言があった。 

 委員から「犯罪情勢や地域の情勢は、日々変化があるため柔軟に対応

をすることが重要である。今回の組織改編のように今後も柔軟に取り組

んでほしい」との発言があった。 

 委員から「特殊詐欺の被害状況は依然として厳しく、独居の高齢者を

狙った凶悪事件も発生している。特殊詐欺には、犯罪の抑止、検挙等の

対策を、組織として一元的に実施してほしい」との発言があった。  

⑶  令和７年の交通事故概況 

 交通部長から、令和７年の交通事故概況について報告があった。 

 委員から「高齢者の交通事故死者が依然として多いと感じる。高齢の

運転者・歩行者に対する講習や指導など、事故防止対策を徹底して欲し

い」との発言があった。 

 委員から「歩行者に交付する反射材が実際に着用されるよう工夫を凝

らし、歩行者の交通事故防止対策を行ってほしい。また、重点４類型と

言われる追突事故や車線逸脱事故等への対策は、前を見てと呼びかける

のが効果的であるため、引続き広く広報してほしい」との発言があった。 

 委員から「昨年は上半期に交通死亡事故が多発した。痛ましい交通

事故を１件でもなくし、県民の命を守るため、警察としてできること

を地道に継続して行い交通事故防止活動に努めてほしい」との発言が

あった。 

⑷  監察案件に関する報告 

 警務部から、監察案件に関する報告があった。 

⑸  禁止命令等実施結果 

 生活安全部から、禁止命令等実施結果に関する報告があった。 

 以 上 


